
　

毎
年
、
お
盆
前
の
８
月
13
日
に
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
前
の
広
場
で「
黒
木
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
大

会
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
女
性
団
体
の
踊
り
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
続
き
、
五
ツ
太
鼓
や
各
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

踊
り
な
ど
の
発
表
が
舞
台
で
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

会
場
内
で
は
、
青
年
団
・
婦
人
会
・
消
防
団
・
商
工

会
・
各
親
睦
会
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、

夜
店
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
の
つ
か
み
捕
り
や
抽
選
会
を
、
ま

た
、
大
王
神
社
で
は
六
月
灯
を
行
い
、
ま
つ
り
の
最
後

に
は
、
大
王
川
河
川
敷
で
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

　

ま
つ
り
の
当
日
は
、
地
区
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者

で
盛
り
上
が
り
、
触
れ
合
い
と
連
帯
感
が
高
ま
っ
て
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

10
月
に
は
、
黒
木
小
学
校
と
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
が
合
同
で
大
運
動
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
小
学

生
の
競
技
を
含
め
た
36
種

目
に
、
地
区
内
の
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
が
参
加
し
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
活
躍
す
る

選
手
た
ち
な
ど
に
大
き
な

応
援
の
声
が
響
き
ま
す
。

　

特
に
、
小
学
生
が
披
露

す
る
地
区
に
伝
わ
る
郷
土

芸
能「
鷹
踊
り
」は
勇
壮
で
、

大
変
好
評
で
す
。

地元で採れた品物が並ぶ石ぐら直売所

鷹踊りを披露する小学生の皆さん

■問合先
　黒木地区コミュニティ協議会

■所在地
　〒 895-1504
　祁答院町黒木 87 − 1
　 ･ 0996(55)0051

第18回

触
れ
合
い
と
協
働
の
下
、
地
区
振

興
計
画
を
基
本
に
、
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
地
区
民
み

ん
な
で
頑
張
っ
て
い
る
黒
木
地
区

を
紹
介
し
ま
す
。
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ふるさと探画

風光明美なせせらぎの里
は、夏はマス釣りやバー
ベキューでにぎわいます。

春は新緑、秋は紅葉など
四季折々の風景を楽しめ
る町並みです。

　

緑
と
豊
富
な
水
を
は
ぐ
く
む
矢や

止ど
め
だ
け岳
の
ふ
も
と
に

広
が
る
黒
木
地
区
は
、
本
市
の
東
部
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
県
道
薩
摩
祁
答
院
線
の
う
ち
、
地
区
の
中
心

地
を
通
る
約
１
㎞
は
、「
黒
木
出
会
い
の
道
」と
し
て
、

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
や
街
路
樹
・
街
灯
・
広
い
歩
道
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
り
沿
い
に
は
小
学
校
や
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
郵
便
局
・
商
店
な
ど

が
ま
と
ま
っ
て
い
て
住
民
の
行
き
交
う
場
所
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

黒
木
地
区
に
は
、
九
つ
の
自
治
会
が
あ
り
、
３
５

０
戸
、
８
８
０
人
が
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
守
り
、

融
和
や
連
帯
を
大
切
に
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
の
産
業
は
農
業
が
主
で
、
水
稲
を
中
心
に
畜

産
・
園
芸
・
タ
バ
コ
な
ど
と
の
複
合
で
経
営
す
る
方

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
地
区
内
の
水
田
面
積
１
５

０
ha
の
ほ
と
ん
ど
が
ほ
場
整
備
さ
れ
、
矢
止
岳
山
系

か
ら
流
れ
出
る
き
れ
い
な
水
で
良
質
な
米
が
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
畜
産
も
多
頭
飼
育
農
家
が
増

え
約
３
０
０
頭
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
内
に
は
市
が
誘
致
し
た
企
業
が
あ
り

多
く
の
青
・
壮
年
が
就
労
し
、
兼
業
農
家
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
農
地
・
水
環
境
事
業
と
し
て
地
区
全

域
で
農
道
・
水
路
の
整
備
や
、
景
観
作
物
の
コ
ス
モ

ス
・
菜
の
花
を
植
え
、
地
区
内
の
水
田
を
み
ん
な
で

守
っ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

矢や

立た
て

集
落
に
平
成
15
年
オ
ー
プ
ン
し
た
、
自
然
が

い
っ
ぱ
い
、
遊
び
が
い
っ
ぱ
い
の
農
村
公
園「
せ
せ

ら
ぎ
の
里
」は
、
大
自
然
の
中
で
、
懐
か
し
い
農
村

風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
や
園
内
の

散
策
、
そ
の
ほ
か
、
ワ
サ
ビ
田
・
水
車
・
ホ
タ
ル
池
・

ト
ン
ボ
池
・
炭
焼
き
場
な
ど
、
自
然
に
親
し
む
体
験

が
で
き
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

地
区
の
中
心
地
に「
黒
木
温
泉
」が
あ
り
、
良
質
な

湯
と
し
て
地
域
内
外
か
ら
の
温
泉
客
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
毎
週
日
曜
日
に
は
、
有
志
に
よ
る

集
落
営
農
組
合
が
、
石
蔵
を
利
用
し
て「
石
ぐ
ら
直

売
所
」を
開
き
、
地
元
で
採
れ
た
山
の
幸
や
新
鮮
な

野
菜
、
石
ぐ
ら
米
の
販
売
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
温

泉
客
な
ど
が
立
ち
寄
り
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
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